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需給調整市場における低圧小規模リソースの活用、及び機器個別計測

• 2022年に設置された「次世代の分散型電力システムに関する検討会」では、分散型エネルギーシステ
ムの導入に向けた分散型エネルギーリソースの価値評価の観点から、「需給調整市場における機器個別
計測の活用」や「低圧リソースの市場等における活用」の在り方について検討を行ってきた。

• これらの議論を踏まえ、2023年9月の電力・ガス基本政策小委員会において、2026年度より需給調整
市場における低圧小規模リソースの活用、及び機器個別計測を開始することを目指し、送配電事業者に
おいてシステム改修・構築を進めることが了承されたところ。

• 本日の検討会では、送配電網協議会へのヒアリングを踏まえた、需給調整市場における低圧小規模リ
ソースの活用及び機器個別計測に向けた進捗状況について報告する。
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（出所）2023年9月27日 第65回 総合資源エネルギー調査会
電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会 資料6

【参考】機器個別計測に係る審議会等における議論（導入スケジュール）

（出所）2023年8月22日 第8回
次世代の分散型電力システムに関する検討会 資料3
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【参考】機器個別計測に係る審議会等における議論（特高・高圧）

（出所）2023年8月22日 第8回
次世代の分散型電力システムに関する検討会 資料3
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【参考】需給調整市場への低圧リソース参画、及び機器個別計測の活用
に関する費用便益分析

（出所）2022年12月14日 第3回 次世代の分散型電力システムに関する検討会 資料3



需給調整市場における機器個別計測に向けたこれまでの整理

• 需給調整市場への参入にあたっては、「応動評価用（アセスメントⅡ用）」と「kWh精算用」の計量
器の設置が必要。2026年度開始予定の機器個別計測においては、2022年4月施行の特定計量制度によ
り、現行の計量器に加え、特例計量器の活用が可能。

• 特例計量器等の計量データは、「特定計量（IoTルート）運用ガイドライン【第1.0版】」（運用ガイド
ライン）において、IoTルートを活用して収集することと整理されている。他方、現行のスマメには
IoTルートを活用するための機能が具備されていないことから、機器個別計測によるkWh取引を開始す
るためには、当該機器点の受電点に次世代スマメ（第2世代スマメ）の設置が必要。
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次世代スマメへ
の取替が必要

需給調整市場で必要な計量器

受電点
（現状）

機器点
（2026年度から解禁）

応動評価用
• 託送計量器※1 or
• 特定計量器※2 or
• 市場運営者が指定する計量器

• 特定計量器※2 or
• 特例計量器※3（500kW未満）or
• 市場運営者が指定する計量器

kWh精算用 • 託送計量器※1 • 特定計量器※2 or
• 特例計量器※3（500kW未満）

※1 「託送供給等約款」に基づき属地エリアの一般送配電事業者が設置する託送供給の用に供する
計量器

※2 計量法に基づく電力量計
※3 利用事業者が特定計量を行うために設置する計量器

（出所）特定計量（IoTルート）運用ガイドライン【第1.0版】



• 受電点電圧階級／機器点容量と機器個別計測適用可否の関係性は下表のとおり。

• 2026年度の需給調整市場における機器個別計測開始に向けて、1,000kW未満については現状課題なし。
他方、機器点特高及び機器点1,000kW以上については以下の課題があることが判明。

課題① 機器点「特高」に関する課題

課題② 機器点1,000kW以上の取扱い

• また、一次調整力の取扱い（課題③）についても整理が必要であることが判明。

機器個別計測に向けた課題
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○：現況課題なし、△：計量法に基づく特定計量器の設置要

※1 ネガ：機器点の需要を抑制することで機器点で調整力を供出するリソース ネガポジ：機器点の需要を抑制または機器点の発電量を増加することで機器点で調整力を供出するリソース
※2 揚水発電等・揚水動力等（揚水等特措有）・揚水発電等＋揚水動力等（揚水等特措有）
※3 揚水動力等（揚水等特措無）・揚水発電等＋揚水動力等（揚水等特措無）【電源等種別：揚水・蓄電池】
※4 揚水動力等（揚水等特措無）・揚水発電等＋揚水動力等（揚水等特措無）【電源等種別：VPP】
※5 機器個別計測開始には当該機器点の受電点に次世代スマメの設置が必要。低圧リソースの次世代スマメは2025年度から、高圧以上は2026年度後半から順次設置される予定（スライド13参照）。

低圧 高圧 特高

50kW未満
50kW以上
500kW未満

500kW以上
1,000kW未満

1,000kW以上
2,000kW未満

2,000kW以上

リソース種別※1 全リソース 全リソース 全リソース
ポジ・揚水発電等※2・
揚水動力等(特措無)※3

ネガ・ネガポジ・
揚水動力等(特措無)※4

ポジ・揚水発電等※2・
揚水動力等(特措無)※3

ネガ・ネガポジ・
揚水動力等(特措無)※4

低圧
(50kW未満) ○

高圧
(50kW～2,000kW) ○ ○ △ △＋課題② △

特高
(2,000kW以上) ○ ○ △ △＋課題② △ △＋課題①② △＋課題①

対象なし

対象なし

受電点電圧
（容量）

機器点電圧※5

（容量）

（出所）送配電網協議会へのヒアリング結果を基に事務局にて作成



機器個別計測に向けた課題：①機器点「特高」に関する課題

• 現状、機器点「特高」は運用ガイドラインの適用範囲外。機器点「特高」で機器個別計測を行うために
は、機器点の計量データの収集方法の整理が必要だが、事業者にて運用ガイドラインに準拠した特定計
量器を開発いただくことを前提に機器点「高・低圧」と同様にIoTルートによる計量データの収集が技
術的に可能。

• 一方、現在、機器点「高・低圧」を対象としたシステム開発を進めているところ、機器点「特高」での
データ収集を可能とするためには、運用ガイドラインに機器点「特高」の区分を追加するとともに、託
送システムの改修が必要となる。
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機器個別計測に向けた課題：②機器点1,000kW以上の取扱い

• 現行（受電点）の取引において、1,000kW以上の発電リソースを用いる場合は「単独発電機」として
入札、その他のリソースを用いる場合は「リスト・パターン」として入札するルールとなっている。一
方、需給調整市場における機器個別計測については、現行ルール下では、市場に参画すること自体が難
しい、需要規模に対してサイズが小さい蓄電池等の分散型リソースの価値を評価する観点で、制度設計
の議論がスタートしている。

• そのため、機器点1,000kW以上の発電リソースを取引の対象とするためには、受電点での取引同様、
「（機器点）単独発電機」や「（機器点）リスト・パターン」のような新たな区分の設定を検討する必
要あり。（なお、こうした区分新設にあたっては、追加のシステム改修等が必要となる可能性あり。）
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機器個別計測に向けた課題：③一次調整力の取扱い

• 一次調整力については需給調整市場に基づくkWh精算を行わないことを踏まえ、過去の議論を踏まえて、
一次のみ先行導入が可能か等について整理が必要。

• なお、kWh精算の観点ではIoTルートの構築は不要だが、現行（受電点）の取引では、アセスメントⅡ
として供出電力と託送計量器の計量値にかい離がないことの確認を行う場合があることを取引ガイドで
明示されているところ、関係委員会等にて整理が必要。
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（出所）2023年2月21日 第5回
次世代の分散型電力システムに関する検討会 資料5

（出所）2023年3月28日 第37回
需給調整市場検討小委員会 資料3
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【参考】需給調整市場 取引ガイド

（出所）需給調整市場に係る取引ガイド（全商品）（第７版）（2025/4/1実施）



まとめ

• 需給調整市場における低圧小規模リソースの活用及び機器個別計測の2026年度開始に向けて、一定の
進展がみられるものの、機器点特高及び機器点1,000kW以上の取扱いについては引き続き対応が必要。

• これを踏まえ、需給調整市場における機器個別計測の円滑な運用開始に向けて、事務局において機器点
特高及び機器点1,000kW以上のニーズを整理しつつ、一般送配電事業者及び電力広域的運営推進機関
に対してシステム改修を含む必要な対応の精査を求め、次回以降の本検討会または関係委員会において
詳細検討を進めることとしてはどうか。
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検討項目 課題 検討主体

①機器点「特高」に関する課題
• 運用ガイドラインへ機器点「特高」区分の追加。

（※上記に伴い、託送システムの改修が必要。）

資源エネルギー庁
一般送配電事業者
電力広域的運営推進機関

②機器点1,000kW以上の取扱い
• 機器点1,000kW以上の取引に向けた新区分設定の検討。

（※追加のシステム改修等が必要となる可能性あり。）
一般送配電事業者
電力広域的運営推進機関

③一次調整力の取扱い • 一次調整力の先行導入可能性に関する整理。 電力広域的運営推進機関



【参考】今後のスケジュール
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項目 2025年度 2026年度 2027年度～

次世代の分散型電力システムに関する
検討会

需給調整市場における機器個別計測

次世代スマメ設置

低圧

高圧・特高

機器個別計測

機器点 低圧

機器点 高圧※1

機器点 高圧※2

機器点 特高

取引規定等改定作業

順次設置

順次設置

（出所）送配電網協議会へのヒアリング結果を基に事務局にて作成

取引開始

取引開始

改定

今回

改定

課題検討 課題への対応
（運用ガイドライン改定、託送システム改修等）

※1 機器点1,000 kW未満：全リソース 、1,000kW以上2,000kW未満：ネガ・ネガポジ・揚水動力等(特措無）
※2 ※1以外の機器点高圧リソース
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